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34　松尾儀助「陶漆器貿易説」『農商工公報』第 6 号（1885年 8 月 1 日）、前掲宮地英敏『近代日
本の陶磁器業』52頁より引用。
35　「米国への陶磁器輸出」『農商工公報』第 4 号（1885年 6 月 1 日）。
36　「松尾儀助特旨叙位ノ件」国立公文書館本館 2 A―016―00（叙00118100）。角山幸洋「起立工
























































































































のおおよそ 3 割台後半から 6 割弱前後を、常に輸出に振り向ける構造が定着した52。
1879年に陶磁器の輸出税を免除したのも有効な輸出奨励策であった53。





















英 独 仏 米 豪 総額
1873年 43 38 0 10 6 0 116
1874年 33 2 29 1 9 10 0 108
1875年 56 1 29 0 6 12 0 113
1876年 31 1 18 0 5 6 2 73
1877年 3 22 1 45 1 24 37 0 145
1878年 7 25 2 55 1 39 51 0 190
1879年 52 24 2 104 7 68 133 1 410
1880年 73 130 78 167 475
1881年 72 11 201 7 113 282 6 715
1882年 76 15 165 11 125 166 6 581
1883年 102 35 165 13 81 118 543
1884年 103 14 155 25 76 125 3 425
1885年 170 15 203 27 124 127 4 695
1886年 336 22 225 33 123 209 8 1002
1887年 385 35 31 259 52 181 295 15 1311





































英 独 仏 蘭 伊 米 豪 総額
1889年 164 46 17 35 348 102 213 399 21 1450
1890年 134 43 23 32 310 74 118 400 18 1246
1891年 173 55 38 37 267 63 108 448 19 1287
1892年 238 58 28 61 243 67 89 605 16 1480
1893年 301 76 23 95 198 53 90 614 27 1577
1894年 285 71 23 105 165 67 106 11 463 48 1485
1895年 402 34 48 148 179 86 92 13 723 65 1955
1896年 318 63 42 143 199 82 90 30 803 59 1975
1897年 374 74 87 7 108 237 45 50 19 620 77 1826
1898年 328 83 106 3 100 323 51 75 29 644 60 1994
1899年 340 113 96 22 147 249 65 77 686 87 2203
1900年 329 101 151 41 146 332 57 100 1028 78 2513
1901年 292 145 219 45 13 133 226 71 50 34 1027 69 2536
1902年 248 221 221 39 10 64 69 263 64 45 57 913 84 2501
1903年 317 243 238 54 18 62 108 288 58 73 41 1375 103 3223
1904年 424 194 259 31 27 95 85 290 89 63 36 1931 102 3904
1905年 287 507 421 44 43 105 79 253 142 74 42 2827 140 5369
1906年 287 833 74 465 64 51 96 75 10 443 162 116 69 4333 129 8007
1907年 263 443 306 522 81 56 98 87 10 475 271 107 48 3816 136 7297
1908年 192 216 216 452 136 52 110 65 15 277 147 82 35 2655 119 5214
1909年 241 180 122 369 146 72 137 61 17 314 169 78 23 30 2897 108 5404
1910年 261 237 165 259 207 79 146 77 23 319 196 118 42 23 2782 163 5721
1911年 245 253 166 600 191 92 216 74 46 334 248 128 39 44 2737 204 5569



































































お わ り に
　上記の内容から簡単に明治期の輸出陶磁器産業の変遷をまとめたい。
　明治前半期には「輸出振興・外貨獲得」という政策目的に合った陶磁器の生産がな
された。1886年まで、政府は『温知図録』に基づいて、生産者に対する図案の指導を
行い、伝統模様の絵付がなされた器物を西洋へ輸出していた。起立工商会社の下図は
円山四条派風、狩野派風、琳派風など、いずれも常套的な花鳥などの自然主義的な題
材と表現で、工芸品の文様というより、平面的な絵画をそのまま立体の工芸品の上に
適合させた、デザイン以前のアレジメント段階の意匠であった。ここで注意したいの
は江戸時代の「模様」から「下図」への進歩である。この時期において、万国博覧会
と内国博覧会は外国市場が必要な商品に関する情報を収集・提供する場となってお
り、常設の博物館は産業情報の発信機関としての役割を果たした。
　『東京国立博物館百年史』が示すように、陶磁器を含む美術工芸品の振興ないし輸
出に努めた人々は、中上級の武士出身がほとんどである。大隈重信、佐野常民、田中
芳男、町田久成などがまさにそうであった。美術工芸品が産業であると同時に一国の
58　太田智己「近代京都における美術工芸品の『来京外国人向け』輸出」、『美術史』第59巻第 2
号（2010年）、419頁。
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文化の象徴でもあると考えれば、このことは極めて意味深い。つまり、文化政策を構
想し、制定したのは、江戸時代の豊かで地位のあった人々だったのである。政治家と
しての才能のあるなし以前に、彼らの家庭における金銭の使用経験は、お金を使う能
力を身につける過程であり、どのようにすれば人のポケットからお金を出させること
ができるかについてのコツの学習過程でもあったと考えられる。出自が豊かであった
からこそ、裕福な国の人々の精神世界を想像し、その構築に自国の陶磁器産業を位置
付けることができたのであろう。「ずさんな経営」と指摘された起立工商会社の資産
運用は、江戸時代の製作慣習の延長線にあって、パトロンとして図案家や作家を援助
したとみれば自然な成り行きと読めないわけでもない。
　1893年、日本がシカゴ万博に参加する際、最大の目的は「日本美術を美術館に」置
くことに変化した。日本国内における博物館と博覧会の位置付けもこのような変化に
呼応した。宮内省図書寮の所管（1886年）になり、帝室博物館（1890年）になったこ
の機関はいわゆる産業の振興からだんだん遠ざかっていった。帝室技芸員や国宝の制
度によって保護され、奨励された明治後半期の工芸は国粋主義の思想を帯びていた
が、佐野常民、河瀬秀治、九鬼隆一らにとっては、美術によってアジアにおける日本
の優位を確保することよりも、日本美術は「万世一系ノ国体ニ伴随シテ実ニ万邦其比
ヲ見サル」ことを示し、明治維新によって日本の古美術と近代美術が分断されていな
いことを国の内外に立証することのほうが先決要件だったのである59。
　上記の国粋主義の動向とまったく関連しない方向で、森村組はニューヨーク支店に
おいて現地のデザイナーを雇い、ゲームセット（狩猟用のテーブルウェア）やジョ
ニー・アップルシード（Johnny Appleseed）に代表されるアメリカ合衆国西部開拓期
の伝説的人物をモチーフにした花瓶など、米国市場に適合した製品を作り出し、産業
の発展を促した60。納富介次郎が1883年から提唱した美術品・応用美術品・普通雑品
の生産が1913年、つまり明治期が終わりを告げた翌年より、日本で実現されように
なったのである。
　森村組の歴史が実証したように、最終消費財である陶磁器の輸出総額が飛躍的に成
長するには、生産技術の進歩と市場の動向に呼応できる製品の意匠の変化が必要不可
欠であった。後者には西洋に対抗して日本の近代美術を生み出そうとして設立された
東京美術学校61の果たした役割が大きい――デザイナーの育成、そしてそれより先に
博覧会を通して得た、製品にデザインが必要であるという意識の浸透という意味で
――。このほかに、健全な産業が育成される環境――例えば、外国為替を扱う横浜正
59　樋田豊郎「明治工藝論――国民国家における職人的『技藝』の役割」、前掲稲賀繁美編『伝
統工藝再考　京のうちそと』147―48頁。
60　名古屋市にあるノリタケの森・ノリタケ美術館にある展示の内容。2015年 4 月25日の所見に
よる。
61　「はじめに」、前掲東京芸術大学大学美術館・名古屋ボストン美術館編『ダブル・インパクト　
明治日本の美』 5 頁。
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金銀行の設立、海運業に対するサポート、領事報告制度の確立など――の構築がその
背景にあったことは言うまでもない。
